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Tenebrionidae of Formosa (1) by Kimio MAsUMoT0

著者は, 1971年以来, 台湾地区のゴミムシダマシ類に

ついて, 現地での採集調査と分類の検討を行なって来
た.

この一鮮は, 分類が未整理である」l , 文献資料が不是

している事などから, 体系的な検討が比較的むずかしい

「fl虫類である.
しかしながら, このままにしておいては, 指導 ・ 11ヵ言
を下さった方々 や, 標本・ 資科等の提供・ l �ຊ䜢䛔䛯䛰

いた各位に相すまないという事もあり, 逐次, 研究発表

を進めていく ことにした.
他方, 1975年には台湾省農業試験所の標本を検視する
機会を得,  さらに1980年にはハンガリー及びパリの1111物
館で, 多くのホロタイプを検すると共に, 資料提供を受

けたので, 今後は順調に研究を進められる見通しとなっ
た.

この報文を発表するにあたり, 当初より多大のご指It;
を1場わった中根 7?博士に, 深く感1識中し上げたい. 近
藤茂昭 は, 標本・ 資料等の、11,力に加え, デスカッショ

ンのお相手をしていただき, t、沢良彦l'f二L:にはご指導と
極々 の使宣を Itかっていただいた.   また, Z. KAszAl3,
C. GIRARD, H. SILFvERBERG lli,1二l-: 各f、/, ll ・ ・ 'l先
生, 械山創, f i j i:香, 川田一一之, f' '田 - , イl田正明,
藤田 , i?又敏.13, 露木繁??ll, 小宮次」11S, 今4又l ,二J, 中

村'1真吾, 河-)l・道一也, 朱躍沂, 邱端珍, 社飲,、置, , 香ら

の諸 の各方面でのご協力に謝意を表する次第である.

1. 台湾地区のゴミ ムシダマシ類の主な研究

この地区の体系的な研究はまず,  H. GEBIEN  (1913,
H. Sauter's Formosa = A usbeute. Tenebrionidae) によっ
てなされ, 今 ll 、ムシダマシ科に含められている和1 も合

わせ, 既知種, 新属・ 新種等合計70種のゴミムシダマシ
を記録している.
次は Z. K ASZAB (1941, Tenebrioniden a u s Formosa)
で, 前者と同様ハムシダマシの一 部を含め,  さらに新

属・新種を加えて70種を発表している.
中条道崇 (1967~1968, A check list of Formosan Tene-

brionidae) は, 新種記載を含め約50種をリストアップし
ている.

新種記載を拾ってみると, M. PIc (1911, 1915等 ), 三

輸 四郎 (1939), 野村鎮 (1963,1964) らの他に, 前述

のGEBIEN, KAszABらが, 別のモノグラフに発表して

いる . 最近では, 芝田太一 (1978~ ) が新属の発表も含

めて新極記載を行なっている.
三中命 ( l931) は, 台湾産 目録で多くのゴミムシダ
マシを挙げているが, 残念な事にリストのもとになって

いる標本は, 他地域のものがかなり混入しているので,
資料として使えない( 注) .
・l眞原寛 (1972, 鹿児島大学生物研究会台湾甲 採集目

録 ) は, 台湾本島及び紅頭嶼で得られたゴミムシダマシ

を記録している .
平山修次郎 (1940, 原色中 図,111) は, 台湾産ゴミム
シダマシを数極図示している.

2.   台湾地区のゴミムシダマシ科解説

コミムシダマシの一般的特徴については, 中根t専士が
日本のコミムシダマシ (1974, 月llJむし36号) を解説さ

れ, 台湾産の既知 s重もこの解説の範 l用に合まれるので
論を先に進めることにする.
ゴミムシダマシ科は, 通常, ,Ill科または族に分けられ
るが,  この段階での検索表は台湾の各不,fが出i日iった時点
でi8破する.

(注) 台湾産食葉コガネムシ解説 ( l976~1977) ですでに

角上れた様に, 三輸のカタログにitiげられた標本は, 現在

でも台湾省農業試験所に保管されているが, 明らに他地

区に分一布すると考えられる種や, データのl渡味な標本が
かなり混入している事が分っている. 従って, 本解説で

は混乱を避るため,  この目録を分,fljの文南大として使わな
いこととした.
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一台湾産Strongyliini の検索表

台湾産ゴミムシダマシ科解説〔 I 〕

また, 本解説の検索表は, 台湾に分布している種や属

を, 出来るだけ容易に検索する事を主眼としているの

で, 他地域の極等にあてはまるとは限らない.
比較する近似種は, 読者の大半が日本の研究者である

という事を考iti、 し, なるべく日本産の既知種との比較を

行なった.
解説の順序は, 都合により G EB I EN のカ タログなど

に採用されている配列とは反対に, Strongyliini ナガキ
マワリ族から始める .
なお, 和名は従来から使われているものを尊重した

が, 著しく実体に合わないもの, および新種は, 改称ま

たは新称を与え * 印を付けた.

1. Tribe Strongyliini ナガキマワリ族
体が細長く , 両側は平行な種が多いが, 中には肩部の

発達が悪く ,  ヒョウタン型に近いもの, ずんぐりしてい

て後方に広がった体型の種もいる.
本邦には, Strongylium japanum M A RSEUL シ ワ ナ

ガキマワリ , S m'porn'ci im LEWIS クロナガキマワリ等

が分布し, 比較的我々に馴みが深い.
従来, 台湾から Strongylium ナガキマワリ属, Cro-

ssoscelis クロガネナガキマワリ属の2 属が知られていた

が, 今般新たに AtM ホソヒケ'ナガキマワリ属を記録す
る.

( A tenut'co,-tt1's LEWIS 1894 :480, NAKANE 1963:233

A masumotoi NAKANE 1968: 21, M. T. CHUJ0 1979:
47)
体長11~12.5mm. 黄褐色. 緑 ~銅色の光沢がかなり
強い. 同属の既知2 極によく似ているが, A tenuicornls
とは体色が異なり,  より横長の前胸背をしており, 肩部

側方に短かい第九番目の条満jを具えていて,  さらに触角

の比や, aedeagusの形状も全く連う.
また, A masumoto, とは, 体格が小型でさらに光沢

が強く , 体表の点刻は少なく , 上翅の条溝内の点刻は小

さいが密である. 以上の他, 前胸背に浅い縦溝および二

対の横till を具え, 各用?節の端剌は明瞭である点で区別が
つく .

検視標本 : 2 exs (南山漢, 梅峰)
分布 : 台湾

1. 前・ 中是fl 節は先方に広がる. 触角は糸状. 体は両側

がほぼ平行. 前胸背は上翅よりかなり幅が狭い一A,nu
一前 ・ 中足l、l 節は細し

2. 両限は両側に突出せず, 首は太い. 後翅は退化し,
肩部は狭まり前胸背後縁とほぼ同幅. 転節に毛束あり

Crossosceiz's

一両眼は通常大きく突出し, 頸部は強く くびれる. 肩

部はふつう狭まらず, 前胸背よりかなり幅広い. 転節

に毛束なし 3. Genus Sere,1gyii g ナガキマワリ属

本族の中核をなす属で, 多数の極が含まれる. 形体も

多様で, mmの小型極から30mm近くに達する種まで
いる .

最近 KASZAB (1977) が, パプア地区の Strongyliini
の研究で新に4 属を発表し, その内Ho1ostrongylium(注)
が本地区にも分布しているが, 取り扱いについては少し

く慎重を期し, 本解説では従来のままとして, 当該種は
解説中に明記するにとどめた.

(注)  Ho1ostrong、1ium 属は, 上理外緑の側片部が胸部に沿
ってふちどられていない点が最大の特徴とされている。 しかし
この区分によるとかなり雑多な Stro gyl ium が新属に含まれ

ることになり, 取り扱いについて慎重を期したいQ

Strongylium

2. Ge nus Cr ossosce z s クロガネナ力'キマワリ属
GEBIEN (1913) によって,  台湾より創設された属で

ある. 後翅が退化していることから, 肩部が著しく発達

していない. 後胸も短縮される. 限は小さく首が太いこ

と, 転節に毛束があることなどが属の特徴とされてい
る. 属の創設は次の極によってなされている.
2-1 Cressoscetis ctauda GEBIEN

クロガネナガキマワリ

(GEBIEN 1913:53, KASZAB 1941:72, M. T. CHUJ0
1968 :397, Eua-ossoscelisb1-oscosomozdes NAKANE 1963 :
29, 1963:233, KAszAB 1964 :8, . mi'c z

'

o z
' M. T.

CHUJ0 1978:78)
体長約11.5mm.  黒褐色で紫銅色の光沢があり,  上地

の条構一lコの点刻は縦長.
検視標本 : 2 exs (梅峰)
分布 : 台湾

1. Genus Ainu ホソヒケ'ナガキマワリ属
ハムシダマシに近い属で, 前・ 中留1節は先方に広が
る.

従来,  日本の Aim te zcor ms LEWIS ホソ ヒケ'ナガ

キマワリの一種が知られていたが, 奄美大島から A

masumotoi NAKANE アマ ミ ソホヒケ'ナガキマワリが加

えられ, 中条 (1979) により後者が西表島からも記録さ
れた. 台湾には次の一新種が分布している. 本属につい

ては, 次回に再度触れる .
1-1 .AI M fuhuda i sp no v.

タカサゴホソヒ ゲナガキマワリ*
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GEBIEN (1913) は台湾から7 種 (内, 5 極が新極),
三輸 (1939) は2 種 ( 2 種とも新極) , KAszAB (1941)
は5種 ( 1 新極),  中条 (1968)  が7種 ( 1 新極,  1 新

記録種) を記録している.  これらは10極に整理すること
が出来る. 今般これらに新たに7 種を追加した. なお,
慎原(1972) は10極以外のS baslfemo,-atus MAKLIN,
と S tmpigrum LEWIS? を挙げている.
3-1 St rongg l luln formosanum GEl ilEN

タイワンドウイロナガキマワリ*
(GEBIEN 1913:15, KAsZAB 1941:71, 1977:20 (、Ho1o-

strongylium), M.T. CHUJ0 1968:15 S a m a m t a n u m

NoMURA 1963:38)
体長11~15mm. 銅色で上翅は金緑色光沢があり, 体

は黄褐色の毛を装う. 前胸背は強く密に点刻され, 上地

の点刻列も極めて強く大きい. 間室は弱く膨隆し, 徴小

点刻を散布する.
一見, S amamlanumによく似ているが, 本極は

共触角う1先広がりで, 体毛も長い.
なお, 三輸 (1931) は本種の和名としてセナミナガキ

マワリを使っているが, S. slnuat,tpenne と混同してい

たと思われる. KAszAB の創設した Ho1ostrongylitim
に含まれる.
検視標 : 4 exs ( 丁)
分布 : 台湾

3-2 St rongg tium a tbopitosum GEBIEN
ムクゲナガキマワリ

(GEBIEN1913:44, M. T. CHUJ0 1968: 15, 397, 平山

1940:108, MAKIHARA 1972:22)
体長13~16 mm. 頭・ 胸背は青鋼色, 上地は紫鋼色で,
黄白色の毛を装う. 前11l4j背の点刻は前種にくらべ組くな
い. 上地は後半がやや広がり, 点刻列は前極より ij iれ、.
間室はやや密にかなり,,ql  く点刻され,  横シワ状となる
検視標本 : 10exs (南山漢, 1ｯ :山
分布 : 台湾

3-3 Stron,g1,t ium scheltk lin,gi GEBIEN
キンイロナガキマワリ

(GEBIEN 1913:48, KASZAB 1941:71, 1977:20 (Ho1o-
strongylium), M. T. CHUJ0 1968:16)
体長12~13.5mm . 頭・ 胸背は金藍色, 上地は紫 色

の美しい金属光沢を有する. 体は短かく無毛で, 背面は

強く もりあがり, 上 基部附近に一対のコブ状隆起を

具える. 上 の点刻列の点刻は強いが, 条l出1 を形成しな

い. なお, 平山 (1940) が本種として図示しているもの

は, S. sinuatipenneの誤りである. (Ho1ostrongylium)
検視標本 : 11 exs. (南山溪, 蓮花池)
分布 : 台湾

3-4.  Strongl, t ium pseudog ibbosipenne sp n o v .

ニセセコ プナガキマワリ *

(S gibboszpenne NAKANE 1963:29)
体長 8.5 mm, 果褐色で無毛. すべての1攝に゚白 色

の部分がある .  上地は鋼色の光沢があり, 一対のコブ状

隆起を基部附近に具える.
一見, S g es,/,emeに似ているが, 上地は平滑で
点刻列は条満 をなさない.
検視標本 : 3 exs (梅峯, _光,  密起湖)
分布 : 台湾

3 - 5 St ron,gll l ilan longissimum GEBIEN
テツイロホソナガキマワリ*

(GEBIEN 1913:50, M. T. CHUJo 1968:15)
体長10.5~12.5 mm, 黒褐色でにぶい金属光沢があ

る. 体は極端に細長く,  両側が平行.  上翅の点刻列の点

刻は強く四角形.
検視標本 : 3 exs (南山溪, 蓮花池)
分布 : 台湾

3-6 St ron0 ll l ium szent -iooml' i KAszAB
クビアカホソナガキマワリ*

(KAszAB 1941:71, S kul zert KASZAB 1951:263)

体長10mm. ']1色で前胸背と腿節の一部が赤褐色. 体

は前種同様, 極めて細長い. 角上角の先端6 節は同等で,
他の節より太く長い.
検視標本 : 3 exs (六fa, 連イE池)
分布 : 台湾

3-7 Strortgg l ium smuati penne Ml wA
シワオオナガキマワリ*

( M I wA 1939:413,  平山 1940 : 108 (S. sc/1e'tkli'tgt),
M . T. CHUJ0 1968:36 (S yasumaisut =syn nov ))
体長21~25 mm. l色で'通1い金緑色の光沢がある.

S. J'apa,tum MARsEULシワナガキマワリに良く似るが
大型で, 上 のシワも大きい.
平山 (1940) は,  この極を S. schenklingt  として図
示している.  また, 中条 (1968) は本種を S yasuma-

1sui として新極記,l文している .
検視標本 : 9 exs (南山漢, 連イE池)
分布 : 台湾

3-8 St rongl; t ium, msoti tus MIwA
オオクロナガキマワリ*

MI wA 1939:414

体長24~27mm. '、l:l 色でかなり光沢があり, .11111 ・ 胸

背は強く点刻される. 上翅は平滑で, 点刻列の点刻は細

く, 著しく縦長.
検視標本 : 9 exs (梅'll ・ 梨山)
分布 : 台湾
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3-9 St「eng'll t ium carbonarutm GEBIEN
タイワンクロナガキマワリ*

(GEBIEN 1913:47,  KASZAB 1941:71,  MAKIHARA
1972:22 S. oshimanum FAIRMAIR 1897:167)
体長22~26 mm. 黒褐色で光沢がある.  両限は大き
い. 上 の条tillは深く , 中の点刻は小さく '機で, 間室は

かるく膨隆し, 小点刻を散一布. S. oshi,naff -1 FAIRMAIR
オオシマナガキマワリにやや似てぃるが, 本種の方が細
長い.
検視標本: 17 exs (陽明山, 南山溪, 連花池, 丁)
分布 : 台湾

3-10 Stron,gl, tium lishaMm sp nov.
リサンナガキマワ リ*

(S m omclm LEWIS 1894:480, NAKANE 1963:233)
体長約21 mm. 黒褐色で上 には弱い銅色光沢があ

る. 前種にやや似るが小型で, 細長く , 前胸背が前方に

一層狭まる. 上 の間室はほとんど点刻がなく滑かで,
徴細な横シワがある.
原産地は梨山であるが, 梅峯・ 松岡地区の個体は更に
小型で細く , fit角や aedeagus の形状が若干異る. 取り

扱いについては,  もう少し検討したい.  また, 阿里山で

も近似の新種が採られているが詳細は次回にゆずる.
検視標本 : 4 exs (梨山)
分布 : 台湾

3-11 Stron,g1' tium ergthrocephahun FABRlclUs
アカアシルリナガキマワリ*

(FABRICIUS 1801:156, GEBIEN 1913:46, 平山 1940:
107 KASZAB1941:71, 1977:20 (Ho1ostro,tgylium))
体長17 mm. 光沢のある青藍色. 腿節は撞黄色の特徴

ある種である. 束南アジアに広く分布する.  フィリピン

では燈火に飛来したものを採集した.
( oiostro,1gy z'ie,n)
検視標本 : 2 exs (ノ'、イ , '議社?)
分布 : 台湾, 東南アジア

3- 12 St rong1, tium cu lteua tmn taM1anum
NoMURA タイワンセスジナガキマワリ*

(S. culte11atu'n MAKLIN1866:345 (453), S. ,na,-setlli
LEW IS 1894: 481,  S. ma,-seul i ta iulanum NoMURA

1963:40, M. T. CHUJ0 1968:15, MAKIHARA 1972:23,
NAKANE 1975 : 12)
体長11.5~14 mm .  本邦に分布し従来 S marseuli と
されていたものの台湾iI[i種である.
検視標本 : 9 exs (南山溪,  連花池,  墾丁)
分布: 台湾 ( ilf種)

3-13 St rortgl;t i um okumurai sp n o v .

ウライナガキマワリ*

(S. JaPanum MARSEUL1876:320, KAszAB1970:20)
体長16~18 mm. 赤褐~-ll、褐色で弱い光沢がある.
共, 背部は強くもり上がる. 両限は大きく, 限間は隆
起し, それが前方にイ中びIll自に達し, 前方の広がったY字
状の隆起を形成する. 各地端は後方へ伸び, 会合線は先
端部で合わさらない. 近似種が南西諸島に分布してい
る. 近いうちに新?重として発行する予定である. (bote_
Sf1-o11gyftim)
検視標本:3 exs (島来, 社? )
分布 : 台湾

3-14 Stron,g1;tium fuJ'ital sp n o v .

タイワンコスジナガキマワリ*
(S. uedat NOMURA 1964:48)
体長12~13.5mm.  黒褐色で光沢がある.  前胸背の
前 ' 後および両側縁はふち取られる. S. ueda, に良く似
るが, 体格が大型で, 頭部はより横長, 上翅の点刻列の

点刻は縦長であることなどで区別がっく .
検視標本 : 2 exs (鳥来, 関刀溪)
分布: 台湾

3- l5 Stron,gglium ken,t ingense sp n o v .

コンテイナガキマワリ*
(S. sんz ・ iaz  NOMUR 1963:39, S. z'm z'grum LEWIS

1894 :481 MAKIHARA 1972:22)
体長11.5~14.5 mm. 赤褐~黒褐色で光沢がある.
は にくらべ, 小型で粗造, 両眼が大きく互に近接し,
限間から前方両側にかけ, 先の広がったY字隆起とな
る . S. shibatai にやや似ているが,  体格は大きく, 頭
部は幅広く, 前胸背の点刻は粗く , 上翅の条構はより深

い. 複原 (1972) の S. irnpig,-um LEWIS? の記録は,
本種の を指していると考える .
検視標本 : 5 exs ( 丁)
分布 : 台湾

3 - 16 Stron.gl, t ium 1,oko!,amai sp n o v .

メイ木ウナガキマワリ*
(S. i' fa'ts GEBIEN 1920:485, KAszAB 1977:75)
体長 5.5~6 mm. f ifi色で, 上翅は銅色光沢を帯び

る. 点刻列の点刻は強大で, 条満をなさない. 間室はし

ばしば横につながる. 﨑t節が良く発達し,  特に中附節は
長い.  S. ,nfans (ニューギニア産) に近いようである

が, 上翅の点刻列や角ｶ  角の形状等で区別できる
検視検本 : 9 exs (梅峯)
分布 : 台湾

3-17 St roltg1,t ium nakanei sp n o v .

ナカネナガキマワリ *

(‘S brev tcorne LEWIS 1894:482 M. T. CHUJ0 1968.
15)
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体長 3.5~10mm . 黄褐~黒褐色で, 光沢がある. 本
邦に分布するS brevicorneに酷似するが, 一般的に言
って体色がうすく, 両眼はやや小さく , 前胸背の点刻は

より強く, 密で, aedeagusの形状も異なる.
検視標本 : 60 exs (南山溪, 松崗, 悔峯, _ )
分布 : 台湾

台湾地区 Strongylium 属の検索表 一

1. 体はずんく' りしている. 触角は先端に行くに従
い, 明らかに幅広くなる

一体は長形. 触角は糸状か, わずかに先端に向い太く
な

2. 体の背面に黄白~黄褐色のやや長い毛を装う一 3
一背面は無毛, 滑らかで光沢がある. 前胸背は中央両

側が膨隆する. 上 基部附近はコブ状隆起を有する.
3. 上翅には強い点刻列がある. 間室は弱く膨隆し,
徴小点刻を散布する S fief-mesa,tum
一上翅の点刻列は中ようで, 間室は平らだが, かなり

強い点刻がやや密にあり, 横シワ状となる

4

す

S a of,ifos1//n
頭 ・ 胸背は金藍色, 上 は紫籃色の金属光沢を有

S. sc/1e,1 z'ng
一黒褐色で上翅は銅色光沢があるが, 頭・ 胸背は光沢

が鈍い. すべての腿節に白黄色の部分がある

- - - - - - - - - S. seadogt' os1'pome sp n o v .

5. 体の両側は平行で, 極端に細長い体格である一6
一体側は多少なりとも後方に広がり, 極端に細長い体

格でなし

6. 体色は黒褐色で鈍い金属光沢がある. 前胸背は他

の部分と同色 S. on gz'ssz'mu m

一前胸背と腿節の一部は赤褐色. 前種よ り小型

7. 大型種 (20mm以上)
一中~小型種 (15 mm以下)

S. szenf-tvany1

8
1

8. 金緑色の強い金属光沢がある. 上翅は三波状のシ
ワがある

一上翅は正常. 黒福色

S.  s in afz'po me

9. 上 の条溝は破線状, 間室は平滑. 頭
い点刻を有する

・胸背は粗

S. inso lz'加s

一上翅は点刻をともなった条「lfiる有する. 間室は多少
なりとも膨隆する. 頭・ 1 {背の点刻はそれほど組くな

10

10. 大型 (22~26 rrim) で強壮. 前胸は前方にかるく
狭まる . 間室は小点刻を散布一 - - - S. carbonanum

一前種より小型 (21mm). 前胸は前方でかなり狭ま

る. 上翅の間室は平滑でこまかい横シワ状
S. z's/lam e sp.  nov

11. 体色は青藍色, 腿節は 黄色

S erythrocephalum
一体色は赤褐~黄褐~黒褐色一ーーーーーーーー一12

12. 眼は大きく , 両眼間の距離は狭い一 - ・

一眼は中ようで, 両限間の距離もかなり広し

13. 上翅の間室は龍骨状になっている

一上1 ﾀの間室は正常

14.

なる

3
6

S. cu lfeZfatz em  ta,' t oan u

14

体は後方にかなり強くふくらむ. 端は二叉状に

S.  okumurat sp.  nov
一体はそれほど強く後方にふくまない. 翅端の会合部
は正常 15

15. 上翅の条溝は細く, その中の点刻は縦長. 間室は
かるく膨隆 S fuJzfaz sp. n o v

一条溝は幅広く, その中の点刻は前種にく らべはる力

に横位一 - - - - - - - - - S kent,ngense sp n o v .

16. 小型 (5.5~6mm), 上翅の点刻列は極めて強く
大きし S yo � y ama1  s

一中型 (8.5~10 mm) . 上翅の点刻列は正常
S nakanei sp

A i nu fu k udal sp nov. (Flg.1)

Yellowish brown with tibiae, antennae, and undersurface paler, bearing rather strong greenish
or copper y lus ter. Elongate and moderately convex longitudinally.

Head transverse, weak ly c o n v e x above, distinctly and rather closely punctate, clypeus about

1.6 times as broad as long,  strongly flat tened posteriorly, punctures small, frons gradually then

steeply sloping towar d sublinear frontal suture, both ends of which bent forward and reaching outer
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margin, genae not s o well-raised, wi t h outer margin oblique anterior ly and rounded posterior ly,
sparesely and minutely punctate, eyes of moderate size, roundly produceed latera11y, distance
between then a little wider than eye,  neck weakly narrowed, antennae fi l i form, relative length
of each joint from basa l to apical as follows: 3.5, 1 . 5, 7 . 5, 5 . 0, 4 . 8, 5 . 0, 5. 0, 5. 0, 5. 0, 5 . 5.

Pronotum transversely subquadrate (18 : 14),  with both sides nearly parallel but broadest

before mi ddle in dorsal view, front and basal border margined, former almost straight and thic-

ker, 1atter slightly bisinuate, lateral border strongly declined and distinct ly margined,  disc with

vague median groove at frontal thi rd, and t wo pai rs of shallow transverse impressions before and
a fter midd le o n both sides, deeply and rather closely punc ta te, punc t ures slightly larger and

s pa r se r t han those o n head, scutel lum wide-tongue-shaped, slightly convex, finely and sparsely
punctate.

Elytra approximately 2.5 times as long as broad, with basal third subpara1le1, broadest at apical
third, finely punctate-striate, stria1 punctures small but dis t inc t a nd v e r y close t o each other,
3r d s t r ia a nd 4th, 5th and 6th, 1st and 10th un i ted w i th each other respectively before a p e x of

elytra, short 9th st r ia united with 10th at basal forth, intervals without punctures, only slight ly
transversely reticulated.

Prosternum finely margned in front, slight ly rugose, strongly elevated between coxal cavities,
presternal process small and triangular, mesos tern um ve r y finely and ra ther closely punctate,
e leva ted bef ore a nd bet ween coxal cavities, metasternum somewhat coriaceous, with sparse and
mi nute punc t ures on both sides, abdomen finely and sparsely puncta te throughout, ver y smooth

i n mi ddle and apical portion, depressed and cor iaceous on both sides.

Legs slender, femora elongate,  sparsely and minutely punctate,  tibiae slightly  thickened
apically, each with smal l end-them at innner-upper corner, rather closely and setaceously punctate,
4 anterior tibiaebearing tufts of yellowish ha irs at in ner face near apex, tarsi with 4 basal joints
di la ted and padded beneath in 4 anterior legs, those of hind ones slender,  relative length of each
joint of pro-, meso-, metatarsi as fol lows: 4.0, 3.0, 2.5, 2.0, 7. 0; 4.0, 3.0, 2.5, 2.0, 5. 5; 8.5,
4.5, 3.0, 7.0, claws wi thout any peculiarities. Terminal joint of maxillary palpi ax_shaped, wj th
in ner angle subrcctangular, length of outer side being about twice tha t of i nner.

Body length:  11~12.5 mm.
Holotype: Nanshanchi, Nan tou Hsien, Formosa, 15 VI 1968,  S. FUKUDA leg., parat ype:

1 ex, Meifeng, Nantou Hsien, 18 VI 1976, T. MATSUMOTO leg.
T1、is n e w species is closely al l ied to Alml  mastlmoto1  NAKANE f rom the Ryukyu Is., an d

also t o A t en ll l co r n ts L EW IS f rom Japan, but i t diff cres from the former in having a smaller
body, a vague median gr oove o n pronotum, smal ler and closer punctures in elytra1 striae, and
remarkable tibial end-thorns. From t he lat ter i n having a m o r e t ra nsv e rs e pronotum, a short

ni nth st ria on each elytron and shor ter third joint of antennae.
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St ron,g,1,t ium pseudogibbosi pen,ne sp nov. (Fig 6)

Blackish brown, wi th t w o basa l joints of antennae,  palpi, tarsi reddish brown, each femur

yellowish near apex, st rong bronzy luster on elytra. Oblong and c o n v e x above.

Head a li tt le broader than long, moderately convex, longitudinal ly impressed medially, closely
punctate, punctures coarser posteriorly, each elevat ion above antennal inser tion roundly produced,
clypeus finely and closely punctate, pubescent in front, flat tened posteriorly and gradually bent

downward anteriorly, frons rather steeply sloping toward arched fr on ta l sutu re, inpunctate in

an terjor_middle portion, eyes moderate-sized, distance between them relatively wide, about 1 5

tjmes as wide as eye, antennae short, with 5 apical joints dilated, 8th widest,  relative length of
each o ne about 2. 5, 1. 0, 3.5, 1.5, 2.0, 2.0, 2.5, 2.5, 2. 0, 2. 0, 2.5, respectively.

p ronot um entirely margined, about 9 : 7 as broad as long, broadest af ter middle, na rr owed

and rather strongly s inuate posteriorly, deeply grooved medially, convex o n each side of anterior

part, wjth smal l shal low impression a t middle and large deep one posteriorly. Scutel l um t r ian-

gular wjth rounded apex, somewhat convex in middle, finely and closely punctate.

Elytra a li tt le less than twice as long as broad, broadest at 6/11 from base, gradually n a r -

rowed posteriorly, apical portion rounded, disc wi t h rows of punctures, becomming coarser and

sparser toward outer port ion, intervals flat wi th few r o w s of fine punc t ures, sutural intervals

moderately elevated except near base, each elytron with gibbose elevat ion be tween 2nd and 6th

jnterva1 behind base, and obliquely depressed just after it.
Body length: ca 8.5 mm.

Holotype: Meifeng, Nantou Hsien, Formosa,  9 VI 1973,  H. YOKOYAMA leg., paratypes:
sankuang,  Hualjen Hsien,  7 V I978,  T. KAMAKARI leg ;  1 ex,  Fenchihu, Chiayi Hsien, 24 V
1975, K. AKIYAMA leg.

Thjs new species is allied to S gtbbostpenne NAKANE from Japan, but in the n?w one the
body js larger and stocky, each elytron is not s t r iate but strongly punctate, and the i ntervals

(except for the sutural ) are flat.

Stron,g1,tium l ishan,um sp nov . (Fig. 12)

Blackjsh brown wi th 4 apical joi nts of antennae, tarsi, mouth or gans reddish brown, claws

m o r e reddjsh, bear ing feeble copper y l uster on elytra. Elongate a nd subcylindrica1.
Head subhexagonjca1, moderately convex, rather closely punctate throughout (except for small

areas just before eyes and posterior portion of interocular space), with shallow longitudinal median

lmpressjon befor e vertex , clypeus t r a n s v e r s e and a lit t le divergent anteriorly, punctures closer

and fjner jn front, genae well_produced and subrectangular, eyes large-sized, d istance bet wee1n
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them n a r r o w and a l it t le longer than length of 2nd antennal joint, antennae fili form, reaching
basal f or th of elytra, 1st joint bold, 2nd very short, 3rd extremely long, 5 apical joints a little
thickened, 10th thickest, relative length of each joint from basal to 1pica1; 6. 0, 2. 5, 12.0, 9. 0,
8.0, 7.0, 6.5, 6.2, 6.0, 6.0, 6.0.

Pronotum about 1.3 times a s broad as long, broadest both at middle and base, moderately
c o n v e x above, rather closely puncta te,  punctures some、vhat ocel late, impunctate along sha l low

median groo ve, wit h spot-li ke impression a fter middle and obli(tue one near base o n both sides,
f ront and basal border margined, former disappearing at rear of front angles, lat ter thicker and

slightly bisinuate, sides arched laterally and weakly si nuate be fore base, front angles obtuse, hind
o n es a c u t e. Scutel lum tongue-shaped, wi th mi nute punctures.

Elytra about 3 t imes as long a s broad, broadest at basal two_thi rds, gradually narro、ved t o

round apical portion, disc 「inely s t r iated wi th close but 「i nc punc tu res, in tervals slightly c o n v e x

and ve ry finely transversely reticulated.

Prosternum scarcely punctate, margined i n f ront, convex between procoxal cavities, depressed
me(1ia11y, presternal process triangular 、vi th rounded and margined tip, convex in middle, mesosternum
strongly punctate anteriorly, longitudinally 、vr ink led posterior ly, metas te rnum smooth, sparsely
punc tate o n both sides, abdomen wi th minute punctures throughout and finely pubescent apically.

Femo ra slender、vithout any peculiarities, tibiae long and slightly curved inward,  with fine

short hairs, inner edge of front tibiae slightly indented from basal 2/5 to apex, middle and hind
ones gradually th i c kened towa rd apex, f ron t ta rsi w i t h dense hairs beneath, relative length from
1st joint to apical, 6. 0, 3. 5, 3. 5, 3.5, and 14.0, middle and hind tarsi both slender and without

an y peculiar features (except for sparser hairs), and relative length from basal joint toapical:
19. 0, 7.5, 6. 0, 5.5, 14. 0, and 22.0, 10.0, 8.0, 14.0, respectively, claws simple. Apical joint of
maxillary palpi large and secu ri for m 、v i th outer margin sube(lua1 in length to apical, about twice
as long a s inner.

Body length:  ca 21 mm.

Holotype: Lishan, Taichung Hsicn, Formosa, 7 VI 1973, H. YoKoYAMA leg., pa ra_

types: 3 exs, dit to.

This species is some、vh1t simi lar to S titl e;11c-1 LEWIS from Japan, but the body is larger,
theelytra1 striae a r c sh i i te、ver and t he in te rva ls a rc less convex, and the shape of t he aedcagus
is (1uite different.

Strong,1' t ium oku,mu rai sp nov . (F1g.15, 16)

Redd ish br own t o b lac k ish brown, feebly shining. Elongate and well_convex above.

Head t ra ns v e r se and moderately convex , clypeus divergently produced forward and ben t
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downward, closely punc tate, punc t ures smal l and setaceous, sparsely pubescent in front, genae
obliquely and subrectangularly well-produced from anterior t hird of eyes wi th minute punctures,
f rons shor t and transverse,  closely punctate, frontal suture straight and short, eyes very large,
roundly produced laterally, interocular space ve r y n a r r o w and eleva ted l ike ridge, increasing t o

a nte r io r par t of each gena, thus forming wide Y_shaped elevation, with deep g r o o ve occurring
just before it, ver tex closely and coarsely punctate with weak longitudinal median impression,
scarcely punctate around it, antennae slender, 2nd very small, 6 apical slightly thickened, relative
length of each joi nt f rom basal: - *

, 3. 0, 15.0, 11.0, 11 . 0, 9.0, 8. 0, 7. 5, 6.5, 6.5, 7. 5. (*1st

joint lost)
Pronot um a l i t t le broader t han long, broadest at middle, moderately c o n v e x above, strongly

and rather closely punctate, punctures rather sparse i n middle, with shal low longitudinal median
groove, a r e a a round it impunctate, faint impression after m iddle o n bo th sides, f ront and basal

borders almost straight and remar]、.ably margined, sides broadly rounded and finely but entirely
margined, not sinuate before base, 「rent angles rended, hind ones subrcctangular. Scutel l um tr i_

angular, slightly elevated, almost smooth.

Elytra about 2. 5 t imes a s long a s broad, broadest at apical third i n dorsal view, strongly
convex, thickest at middle in lateral view, acumina te towa rd apex and dehiscent at tip, with fine
punctate-stiae, punctures small and c lose t o each o ther, intervals moderately convex,  scarcely
punctate, feebly transversely ret i culated. Epipleuron margined opposi te abdomen.

Prosternum finely margined i n front border, sparsely punc ta te anteriorly and closely s o pos_

teriorly, elevated bet ween procoxa1 cavi ties but shallowly depressed in middle, tongue_shaped
presternal process c o n v e x medially, projected bac k war d and rimmed, mesosternum coriaceous,
sparsely and shortly pubescent, elevated in crescent-shape surrounding front-inner portion of
mesocoxa1 cavities, and also triangularly elevated n e a r anter ior border, m e t as t e r n u m scarcely
punctate, especiall y s o in middle, abdomen minutely and rather closely punctate, much c loser in

apical portion, anal sternite finely pubescent,  roundly depressed near apex, emarginate at tip.
Legs slender, wi th inner portions from base t o basal 2/3 of fem ora and f rom apex t o apical

2/3 of tibiae pubescent, both slightly indented in these areas, front tibiae weakly incurved, mid_
die and hind tibiae in male shorter and simply incurved, in female somewhat prolonged S-shaped
i n dorsal view, front tarsi relatively shor t wi th dense golden hairs beneath, middle and hind

tarsi s lende r a lso wi t h dense hairs, rela tive length of front, middle and bin(1 tarsal joints I s fo l_

lows : 4. 5, 3. 0, 2.5, 2.2, 8. 0 ; 16.0, 9.0, 6.0, 3. 5, 9. 0; 17.0, 7.0, 4.0, 9. 5, and claws norma l.

Apical joint of maxillary palpi largc and sccuri form. Compared with female, bo(ly of malc smal_
for and shor ter.

Body length: 16~18mm.
Holotype: Ulai,  Taipei Hsien,  Formosa,  17~19 VI 1971,  T. 0KUMURA leg., pa ra ty pe:
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l ex, ditto, 27 V I965, K. MoRIMoT0 1eg.
This remarkable species may belong to Genus Ho1ostrongylium KAszAB. Another new species

al lied t o this captured f rom the Ryukyu Is. wi l l be described by the author in the near fu ture.

St「ong1;tium fu.j itai sp nov. (F1g. 17)

Blackish brown, with mouth organs, apical joint of antennae, tarsi and claws reddjsh brown,
head a nd pronotum feebly and elytra moderately shining. Elongate and moderately c o n v e x .

Head subhexagona1, moderately c on v e x, finely and rather closely punc tate, w j th sha l low

longitudinal median gr oove between e y es, clypeus transverse, flattened posteriorly and bordered

from frons by deep slightly arched impression, genae obtusely produced and fjnely punctate, frons
rather steeply sloping downward anteriorly, sparsely punctate, eyes large_sjzed, well_convex lateral_
1y, into「oCula「 space n a r r o w and about t w ice length of 2nd joint of antennae, ve r te x rather

coarsely punc tate, antennae filiform, reaching basal fi fth of elytra, 1st jojnt boldand oblong_oval,
2nd Smallest, 7th to 10 th a l it t le di la ted t o apex, 7th widest, las t joint oblong_oval, reIatj ve
Ion9th of each joint from basal to apical as follows: 4.0, 1.5, 6.5, 5.0, 4 0, 3 7, 3 5, 3 5, 3 5
3. 5, 3. 7.

P「onOt um a little broader than Ion9 (21 :18), broadest at middle in dorsal view, moderately
Convex, Closely Punc ta te throughout, with shal low longitudinal median g roove nearly reachjng
f「ont and basal borders, feeble t ransverse impression before middle o n both sjdes and also shor t
oblique 9「cove-like impression at base near hind angles, front border and each s jde rather finely
ma「9ined, basal border rather thickly margined, both borders with mjnute punctures, sides grad_
ua11y na「「owed anteriorly, sinuate before hind angles, front angles rounded and hjnd ones angu_
late・ Scutel lum triangular, a litt le elevated, with minute punc t ures.

Elyt「a about 2・4 t imes as broad as long, subpara11e1 at basal half,  broadest at apjca1 third
Well-Convex, With faint deP「essiOn around scutellar intervals, each elytron with rather fjne punc tate_

St「iae, St「ia1 Punctures lengthwise, intervals moderately convex, without any vjsjble punctures.
P「oSte「num finely margined in front, rather closely and obsoletely punctate, jntercoxa1 space

elevated, but deeply depressedmedially, presternal process triangular wjth obtuse tjp,  protected
and feebly ma「9ined posteriorly, mesosternum closely and shallowly punctate, elevated at f ron t_
inne「 a 「 e a S Su「「ounding coxal cav i t ies a nd also near median of front border, metasternum shat_
lowly and 「athe「 Closely Punctate in f ront and lateral portion, a lit t le rugosely anterior ly, res t

almost smooth, abdomen finely and rather closely punc tate.

Le9S medium-Sized, wi t h rather short protarsi, relative length of each joint of pro_, meso_,
metata「Si as f ol lows: 2. 0, 1. 3, 1. 3, 1. 0, 6.0; 7. 5, 4.5, 3.5, 2.0, 7. 0; g. 0, 4 0, *_, _. ( *2 apical
joints  of metata「Si  lost),  claws  simple,  strongly ben t downward. Termjna1 jojnt of maxj11ary
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palpi ax-shaped, subequilatera1 triangular.
Body length: 12~13. 5 mm.
Holotype: Ulai, Taipei Hsien, Formosa, 27. V. 1977, H. FUJITA leg ; parat ype:  1 ex, K uantao_

chi, 29 IV 1980, A. TANAKA leg.
This new species is nearly allied to S. uedat' NoMURA,  but it di ffers from the latter in ha_

ving a larger body, a broader head, an enti rely margined pronotum, and lengthwise st r ia1 punc-

t u r e s .

St;ron,g1'tium, hen,t ingense sp nov. (F1g. l8)

Reddish brown to blackish brown, wi th 6 or 7 apical joints of antennae darker, but apjca1
joint of ten paler. Rather strongly shining. Elongate, subpara11e1 and moderately c o n v e x .

Head subhexagona1, finely and rather closely punctate, wi th longitudinal impression medially,
clypeus transverse, broadly flat tened posteriorly, bent downward anteriorly, genae obli(lucly and

subrectangularly raised, e y es ve r y large and c o n v e x laterally, interocular space ve r y n a r r o w,

longi tudinally e levated an d reaching genae, thus forming wide Y-shaped ridge, antennae slender,
1st joint oblong-oval, 2nd smallest, 6th to 10th thickened, 11th ovoid,  relative length from basal

to apical : 4. 0, 1. 5, 6.0, 5.0, 4. 5, 3. 5, 3.0, 2.5, 2.5, 2.5, 3.0, respectively.
Pronotum entirely margined, a lit t le broader than long, broadest at middle, ra ther closely

punctate, wi th sparsely punc tate median impression at posterior half, frontmarginalmoststrajght
a nd a l itt le thickened in midd le in dorsal view, front angles rounded, sides roundly arched but

slightly sinuate befor e hi nd angles, basal margin t h ic ker and feebly bisinuate. Scutel l um tr jan_

gular, a lit t le elevated, faintly depressed at middle, wi th fine and close punc t ures.

Elytra about 2. 4 times a s long as broad, with distinct punctate-striae, i ntervals moderately
convex, minutely punctate, sutural intervals softly depressed nea r base.

Prosternum with fine margin in front, rugosely punctate, intercoxal space convex but depres_
sed and bisulcated, with obtuse-tipped triangular presternal process, m es os t e r n u m rugosely p u nc_

fa te, wrinkled longitudinally i n middle, triangularly elevated near median of f ront border and

m o r e strongly elevated a t fron t-i nner a r e a s surrounding bot h cavities, m e t as t e r n u m rugosely
punc tate in anterior portion and finely s o i n posterior, abdomen finely and rather closely punc_

fate, more finely s o apically.
Legs simple, wi thout any peculiar features, relative length of front, middle, and hjnd tarsal

joints from basal to apical: 2.5, 1.5, 1.5, 1.5, 5.0; 9.0, 4.5, 4.0, 2.5, 4.5; 12.0, 4.5, 2.5, 6.0,
claws  also simple. Apical  joint  of  maxillary palpi large and subsecuriform, wi th apjcal edge
slight ly arched.

Female usually larger and stout, interocular space wider and not having wide Y_shaped rjdge.
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Body length:  11 .5~14.5 mm.
Holotype: Kenting, Pingtung Hsien, Formosa, 14 I V 1972, H. CHANG leg., paratypes: 3 e xS,

dit to, 17 IV 1972,  H. CHANG leg., 1 ex, ditto, 19 V I973,  K. MASUMOTo leg., 1 e x di tto, 31

V I973, H. YOKOYAMA leg.
This species is nearly related to S. shzbata1 NoMURA,  but i t may easily distinguished f rom

the latter in having a larger body, a broader clypeus, coarser punctures on the pronotum, deeper

punctate_striae, and m o r e c o n v e x in tervals of t he elytra. T he n e w species also resembles ‘S. 1 m-

f)t gru,n LEWIS from Japan. But we c a n separate it from t he lat te r since t he body is shor ter,

eyes larger, the pr onot um broader, and elytra1 punctures stronger. I n female, general features
are (luitc di「「crnt.

Strong1' t i lim 1'chef'ama1' sp nov. (Fig.19)

Blac ki sh brown, wi th antennae, mouth pa r ts, legs, f ront and basal margings of pronotum

lighter in dolor, claws yellowish brown, head and p ronotum weakly shining,  elytra wi th rather

st rong bronzy l us ter. Small, elongate, moderately c o n v e x longitudinally.
Head a l it t le broader than long, moderately c o n v e x wi th spot-like fain t impression between

e y es, closely punctate throughout (except for i nterocular space where punctures sparse and

coarse), clypeus flattened but strongly bent downward i n front, closely and finely punctate, frons
steeply sloping toward arcuate front-clypea1 border, genae well-produced and subrectangular with
c lose and fine punctures, eyes rather large and reniform, diameter same as width of i nterocular

space, a n t en na e somewhat short, gradually thickened, reaching base of elytra, basal joint stout,
2nd smallest, 3rd longest, last one elongate-oval and widest, relative length from 1st joint to 11th
about 2. 0, 1. 0, 3. 0, 1. 3, 1.8, 1. 8, 1. 5, 1. 5, 1.5, 1.5, 2. 5, respectively.

P ronot um a l it t le transverse (11. 5 : 10.0), broadest at middle, gradually narrowed anteriorly,

slightly s inuate posteriorior ly, moderately c on v e x above, closely and oce1lately punctate, fron t

border near ly straight a nd rai sed i n median half, basal one ver y feebly bisina te and margined,
sides finely bordered, front angles round and hind ones subrectangular in do rsa l v ie w. Scutell um

tongue_shaped, slightly (1epressed, wi th sparse and minute punc tures.

Elytra about 2. 5 ti mes as long as broad, basal two-thi rds subpara11c1, then nar rowed to apex,

disc ver y faintly and transversely depressed at basal fi fth, wi th r o w s o f punc t ures, 、vhich ver y

large and somewhat lengthwise but not forming st riae, in tervals moderately c o n v e x and o ften

uni ted 、vi th each other transversely, 3rd interval conspicuous especiall y n e a r base.

P ros ter num finely margined wi t h yellowish shor t ha i rs in front, sparsely punctate, intercoaxa1
space ra ised but softl y depressed i n middle, presternal pr ocess scarcely projected, m es os t e r n u m

rugosely punctate, elevated in crescent-shape surrounding anterior-inner portion of coxal cavities,
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metas tern um smooth, sparsely puncta te in f ront a nd o n both sides, sparsely pubescent in middle,
abdomen with rather close, minute and setaceous punctures, anal sternite soft ly depressed mediall y
and shortly t r u nca t e at tip.

Legs slender wi th long tarsi, middle tarsi especially 1o1lger than tibiae, each joint of pro-,
meso-,  metatarsi approximately,  1. 5, 1. 0, 1. 0, 1. 0, 3. 5; 4.0, 2. 0, 1. 5, 1. 0, 4. 5; 4.5, 2. 0, 1.5,
4.0, in rela tive length respectively, claws normal. Terminal joint of maxillary palpi nearly a x -

shaped, strongly di lated w i th outer side a1-ched and t wi ce a s long as inner one.

Body length : 5. 5~6. 5 mm.
Holotype: Meifeng, Nantou Hsien, Formosa, 30 VI 1974, I-1. YoKoYAMA 1og., paratypes:

ditto, 1 ex, 14 VI 1974, 5 exs, 30 VI 1974, H. YoKoYAMA lcg.

This new species may be nearly allied to ‘S. infans GEBIEN f rom Nしw Guinea, but it di f「ors
f rom the la t ter i n having a larger body, with conspicuous rows of elytra1 punctures, and m o r e

di lated antennal j、)ints.

St rong,l,t ium n,akan,ei sp nov . (Fig 20)

Ye l low ish brown t o blackish brown, elytra, legs, antennae and mouth par ts m or e or less

lighter in color,  with weak bronzy or greenish luster o n pronotum and elytra. Elongate and

moderately c o n v e x longitudinally.
Head subhexagona1, rather strongly convex, closely a nd strongly punctate, with shallow short

11)ngi tudina1 groove between eyes, clypeus flattened posteriorly and bent downward in front, where
m o r e finely and closely punctate, genae roundly and obli(1uely produccd before large and reni form

eyes, frons rather steeply sloping toward arc11ed f rontal sutu re, in te rocu la r space strongly and

somewhat rugosely punctate, distance be tween e y es sa m e as total length of 2nd and 3rd a1l to!ula1

joint combined, antennae gradually thickened toward apex, reaching basal part of elytra, 、vit11 1st

joint bold and sllbrcctangular, 2nd sho rtes t and oval, 3rd longest,  7 apical joints m or e o r l ess

djlated, 8th t o 10th widest, last one large and oblong-oval, rela tive length of each joint fr om

basal t o apjca1, 2.5, 1.2, 3.5, 3. 0, 2.8, 2.7, 2.7, 2.5, 2.5, 2.2, 3.0, respectively.
p ronotum a lj tt le broader than long(5 :4), broadest at middle, strongly and closely punctate,

wj t h shal low median g r oo v e and large obli(tue impression o n both sides, f ront and basal bor de rs

straightly and rat her widely margined, fron t margin bent backwards and disappearing around

bot h sides of anterior third of pronotum, 「r en t angles obtuse, hi nd o n e s subrectangular, sides

rounded, slight ly sinuated be fore base i n dorsal view. Scutel lum triangular, a li t t l e e levated

posteriorly, wi th minute, sparse punctures.

Elytra subpara1le1 and approximately 2. 5 times as long as broad, roundly narrowed from basal

two_thjrds to apex, wjth distinct punctate-striae, intervals slightly c o n v e x wit h ve r y minute and

- 49 -



i'1'湾産ゴミムシダマシ科解説〔 I〕

S pa「so Punc tures, 4th s t r ia and 5th, 3rd and 6 th, 2nd a nd 7th united wi th each other before apex
and 8th not reaching apex.

Undersuface lighter in color and shining, sparsely pubescent, prosternum finely margined
in f「ont, rather rugosely punctate, intercoxa1 space elevated but softly depressed jn mjddle,  pro_
Ste「na1 Process semicircular and depressed, with sparse small punctures, mesosternum rather closely
and「u9oSely punctate, moderately elevated i n crescent_shape at anterjor_jnner portjon just before
Coxa l Cavities, m e t as t e r n um ve l' y smooth with spa rse punc tu res jn anter jor half, abdomen less

shining, with rather close, minute and setaceous punctures.

Le9S Slender, femora rather closely punctate,  tibiae also closely punctate wjth rather dense
and Short yellowish hairs inside, tarsi long, with yellowish hairs beneath, total length of protarsj
a l it t le shor ter t han protibiae, 5 joints from base t o apical : 2. 0, 1. 0, 1. 0, 1.0, 5.5, j n relatjve
fen9th, mesotarsi a little longer than mesotibiae, relative length of each joint : 4.0, 2.5, 2.3, 2.0,
6・5, metatarsi s' ightly shot-ter than metatibiac: 5.5, 2. 5, 2. 0, 6. 0, jn ratjoof length, claws large.
To「mina1 joint of maxi11al・y palpi large and strongly dilated,  with o ut e r and apjca1 edge s a m e

length and nearly twice as long as i nne r side.

Body length: 8.5~10.5 mm.
Holotype: Sungkang, NantouHsien, Formosa, 11 VI1974, H. YoKoYAMA leg., paratypes:

2 eXS, Sun9kang-Tsuifeng, Nantou Hsien 29 VI 1965, T. NAKA E leg. ; 3 exs, Nanshanchj, Nantou
HSien 15 VI 1970, S. FUKUDA leg ; 1 ex, di tto, 16 V I971, 1 ex, 20 V I971, K. SAKAI leg ; 5
exs, Meifcng, Nantou Hsien, 1 VI 1974, 3 exs, 11 VI 1974, 2 exs, 14 VI 1974, 3exs,30 vI1g74,
H. YOKOYAMA leg.

This Species 、-cry closely resembles S brevtcorne L EW IS i n general features, but the body
iS usually lighter in color, the e yes a re smaller, the claws are、ve11_developed, the punc tures on

t he head and the p ronot um a r e stronger and closer, and the shape of the aedeagus js djfrcrent.

※) All ho1otypっs are deposited in the National Science Museum, Tokyo.
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5
_ 6

写真 : 1. タカサゴホソヒゲナガキマワリ Ainu fukudai sp nov., 2. クロガネナガキマワリ

c rossoscel js clauda GEBIEN 3. タイワンドウイロナガキマワリStrongytium formosanum GEBIEN
4 ムクゲナガキマワリ Strongylium albopt1osum GEBIEN 5. キンイロナガキマワリ Strongy-
1jum schenkljngt GEBIEN 6.  =セセコプナガキマワリStrongylium pseudogibboSIPenne sp nov.,
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写真 : 7・ テツイロホソナガキマワリ St rongyl ium 1ongtssimum GEBIEN 8.   クビアカホソナガ
キマワリ St「on9y iium S2ent-l'vany i KASZAB 9. シワオオナガキマワリ Stroagyjzam sjnaafz'pome
M IWA 10. オオクロナガキマワリ  Strong:ylium insolitus MIwA 11. タイワンクロナガキマワ
リ St「ongy liumcarbonariumGEBIEN 12.  リサンナガキマワりStrongyljum ljshanum sp nov ,
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写真 : 13. アカアシルリナガキマワリ Strongylittm erythrocephalum FAERIcIUs 14. タイ ワン

セスジナガキマワリ Strongyl ium cu lte11atum t at u・an? m NoMuRA 15. ウライナガキマワ リ
Strongylium okumurat sp nov., 16. 同, 17. タイワンコスジナガキマワリ Str・ongylium
fujitat sp nov., 18. コ ンテイナガキマワ リ Strong:ylium kent1'ngense sp nov. , 19. メ

イホウナガキマワリ Strongylium yoke:yamai sp nov. , 20.   ナカネナガキマワリ Strong:ylium
a�ne1'  s nov. ,
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